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昭
和
二
年
二
月
十
八
日

昭
和
二
十
四
年
三
月

昭
和
二
十
四
年
四
月

昭
和
二
十
六
年
三
月

昭
和
二
十
七
年
十
二
月

昭
和
二
十
九
年
四
月

昭
和
三
十
三
年
四
月

昭
和
四
十
一
年
四
月

昭
和
四
十
五
年
六
月

昭
和
四
十
七
年
四
月

昭
和
四
十
八
年
十
月

昭
和
五
十
二
年
四
月

昭
和
五
十
五
年
四
月

昭
和
五
十
八
年
四
月

昭
和
五
十
八
年
四
月

略
歴

東
京
都
大
田
区
洗
足
池
畔
に
父
浅
井
回
照
・
母
千
代
の
長
男
と
し
て
誕
生
。

東
京
大
学
文
学
部
印
度
哲
学
梵
文
学
科
卒
業

身
延
山
専
門
学
校
助
教
授
（
昭
和
二
十
七
年
三
月
ま
で
）

東
京
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了

名
古
屋
中
部
社
会
事
業
短
期
大
学
助
教
授
（
昭
和
二
十
九
年
三
月
ま
で
）

立
正
大
学
仏
教
学
部
専
任
講
師

立
正
大
学
仏
教
学
部
助
教
授

立
正
大
学
短
期
大
学
部
教
授
（
昭
和
四
十
七
年
三
月
ま
で
）

『
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
』
に
よ
り
文
学
博
士
（
立
正
大
学
）

立
正
大
学
仏
教
学
部
教
授
、
大
学
院
修
士
課
程
教
授

「
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
」
に
よ
り
望
月
学
術
賞
受
賞

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
副
所
長
（
昭
和
五
十
八
年
三
月
ま
で
）

立
正
大
学
仏
教
学
部
宗
学
科
主
任
（
昭
和
五
十
八
年
三
月
ま
で
）

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
所
長
（
平
成
九
年
三
月
ま
で
）

日
本
仏
教
学
会
理
事
（
平
成
九
年
三
月
ま
で
）

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
評
議
員
（
平
成
九
年
三
月
ま
で
）
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昭
和
六
十
年

平
成
元
年

平
成
九
年

平
成
九
年

平
成
十
四
年
三
月

四
月

四
月

三
月

四
月

大
法
輪
石
原
育
英
会
理
事
（
平
成
九
年
三
月
ま
で
）

立
正
大
学
大
学
院
仏
教
学
専
攻
主
任
、
博
士
課
程
教
授

日
蓮
宗
勧
学
院
勧
学
職
（
現
在
）

立
正
大
学
定
年
退
職

身
延
山
大
学
長
（
平
成
十
四
年
三
月
ま
で
）

立
正
大
学
名
誉
教
授

身
延
山
大
学
退
職
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学
会
及
び
社
会
に
お
け
る
活
動

昭
和
三
十
二
年
四
月
立
正
大
学
池
上
学
寮
寮
監
（
昭
和
三
十
三
年
三
月
ま
で
）

昭
和
四
十
五
年
四
月
立
正
大
学
学
生
部
長
（
昭
和
四
十
六
年
三
月
ま
で
）

昭
和
五
十
年
二
月
日
蓮
宗
僧
階
論
文
審
査
委
員

昭
和
五
十
八
年
四
月
日
本
仏
教
学
会
理
事
（
平
成
九
年
三
月
ま
で
）

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
評
議
員
（
平
成
九
年
三
月
ま
で
）

大
法
輪
石
原
育
英
会
理
事
（
平
成
九
年
三
月
ま
で
）

昭
和
六
十
年
四
月
日
蓮
宗
勧
学
院
講
学
職
（
平
成
元
年
三
月
ま
で
）

平
成
元
年
四
月
日
蓮
宗
勧
学
院
勧
学
職
（
現
在
）

平
成
九
年
四
月
身
延
山
学
園
理
事
（
平
成
十
三
年
三
月
ま
で
）

身
延
山
学
園
評
議
員
（
平
成
十
三
年
三
月
ま
で
）

日
蓮
宗
普
通
検
定
試
験
委
員
長
（
平
成
十
三
年
三
月
ま
で
）

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
顧
問
（
現
在
）

立
正
大
学
法
華
経
文
化
研
究
所
顧
問
（
現
在
）
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編
・
著
書

『
伝
教
大
師
」
（
法
華
新
書
九
）
昭
和
三
三
年
七
月
平
楽
寺
書
店

『
日
蓮
集
」
（
共
著
）
（
日
本
の
思
想
四
）
昭
和
四
四
年
二
月
筑
摩
書
房

「
日
蓮
宗
の
教
え
・
四
宗
祖
」
昭
和
四
五
年
六
月
日
蓮
宗
宗
務
院

「
天
台
本
覚
論
」
（
共
著
）
（
日
本
思
想
大
系
）
昭
和
四
八
年
一
月
岩
波
書
店

『
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
」
昭
和
四
八
年
八
月
平
楽
寺
瞥
店

「
日
薩
和
上
を
景
仰
す
」
昭
和
四
九
年
八
月
神
楽
坂
法
縁

「
生
き
死
に
の
道
を
さ
ぐ
る
日
本
仏
教
の
生
死
観
」
（
共
著
）
昭
和
五
五
年
一
○
月
有
斐
閣

「
観
心
本
尊
抄
」
（
仏
典
講
座
三
八
）
昭
和
五
七
年
一
月
大
蔵
出
版

「
法
華
品
類
日
蓮
遺
文
抄
』
（
撰
）
昭
和
六
三
年
一
○
月
山
喜
房
佛
書
林

「
法
華
経
の
世
界
」
（
共
著
）
昭
和
六
三
年
二
月
講
談
社

「
宗
義
大
綱
読
本
」
（
共
著
）
平
成
元
年
八
月
日
蓮
宗
新
聞
社

「
本
覚
思
想
の
源
流
と
展
開
」
（
編
著
）
（
法
華
経
研
究
Ⅲ
）
平
成
三
年
一
月
平
楽
寺
書
店

「
日
蓮
聖
人
ｌ
そ
の
生
涯
と
教
え
ｌ
』
（
共
著
）
（
さ
だ
る
ま
新
書
９
）
平
成
三
年
三
月
日
蓮
宗
新
聞
社

「
浅
井
円
道
選
集
第
一
巻
日
蓮
聖
人
教
学
の
探
求
』
平
成
九
年
三
月
山
喜
房
佛
書
林

「
日
蓮
宗
の
教
え
ｌ
檀
信
徒
版
宗
義
大
綱
読
本
ｌ
」
（
共
著
）
平
成
二
年
二
月
日
蓮
宗
新
聞
社

「
浅
井
円
道
選
集
第
二
巻
日
蓮
聖
人
と
天
台
宗
」
平
成
二
年
七
月
山
喜
房
佛
書
林

研
究
業
績
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学
術
論
文

「
法
華
経
に
於
け
る
苦
観
に
就
て
」
昭
和
二
六
年
七
月
『
大
崎
学
報
』
九
八
号

「
不
軽
菩
薩
の
破
戒
と
そ
の
意
義
」
昭
和
二
七
年
七
月
「
大
崎
学
報
」
九
九
号

「
五
綱
中
『
師
判
」
よ
り
眺
め
た
る
常
不
軽
菩
薩
と
宗
祖
と
の
関
係
」
昭
和
二
八
年
一
○
月
「
大
崎
学
報
」
一
○
○
号

「
ケ
ル
ン
氏
の
法
華
経
観
」
昭
和
二
九
年
七
月
「
大
崎
学
報
』
一
○
一
号

「
忠
尋
の
止
観
超
克
思
想
」
昭
和
三
○
年
六
月
「
大
崎
学
報
」
一
○
三
号

「
即
身
成
仏
門
に
関
す
る
法
華
思
想
史
」
昭
和
三
二
年
一
月
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
通
巻
九
号
（
五
巻
一
号
）

「
日
蓮
聖
人
の
伝
教
大
師
観
」
昭
和
三
三
年
三
月
「
日
本
仏
教
学
会
年
報
」
二
二
号

「
最
澄
と
空
海
」
昭
和
三
三
年
六
月
「
歴
史
教
育
』
六
巻
六
号

「
優
陀
那
和
尚
の
宗
学
す
る
態
度
」
昭
和
三
三
年
六
月
「
大
崎
学
報
』
一
○
八
号

「
法
体
勝
劣
論
の
考
察
」
昭
和
三
五
年
二
月
「
大
崎
学
報
」
二
一
号

「
法
体
勝
劣
論
の
考
察
（
再
）
」
昭
和
三
七
年
一
二
月
『
大
崎
学
報
」
二
五
号

「
宗
教
と
教
育
」
昭
和
三
八
年
一
二
月
「
棲
神
」
三
七
号

「
日
蓮
宗
読
経
偶
文
全
書
Ｉ
。
Ⅱ
』
（
監
修
）
平
成
一
二
年
四
月
四
季
社

「
日
蓮
宗
日
常
勤
行
要
典
」
（
監
修
）
平
成
一
二
年
九
月
四
季
社

『
鈴
木
修
学
先
生
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
平
成
一
三
年
六
月
山
喜
房
佛
書
林
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「
五
義
判
の
形
成
過
程
の
考
察
’
五
義
の
発
表
ま
で
ｌ
」
昭
和
三
九
年
一
○
月
「
大
崎
学
報
」
二
八
号

「
日
蓮
聖
人
の
五
義
判
の
成
立
に
つ
い
て
ｌ
選
択
集
と
の
関
連
に
お
い
て
ｌ
」
昭
和
四
○
年
一
月
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」全

「
伝
教
大
師
と
法
華
思
想
の
連
関
」
昭
和
四
○
年
三
月
「
法
華
経
の
思
想
と
文
化
」
（
坂
本
幸
男
編
、
平
楽
寺
書
店
）

「
聖
徳
太
子
・
天
台
大
師
・
伝
教
大
師
」
昭
和
四
一
年
三
月
「
法
華
経
入
門
』
（
久
保
田
正
文
編
、
日
新
出
版
）

「
方
便
品
寿
量
品
送
状
に
つ
い
て
」
昭
和
四
一
年
七
月
「
大
崎
学
報
』
一
二
一
号

「
宗
祖
と
慈
覚
・
智
証
Ｉ
要
麟
先
生
へ
の
疑
義
Ｉ
」
昭
和
四
二
年
七
月
「
大
崎
学
報
」
一
二
二
号

「
上
古
日
本
天
台
に
お
け
る
本
覚
法
門
展
開
上
の
限
界
」
昭
和
四
二
年
一
二
月
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
通
巻
三
一
号
（
一
六
巻
一
号
）

「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
人
間
観
ｌ
末
法
思
想
と
一
念
三
千
ｌ
」
昭
和
四
三
年
三
月
「
日
本
仏
教
学
会
年
報
」
三
三
号

「
創
価
学
会
の
出
現
と
問
題
点
」
昭
和
四
三
年
三
月
「
近
代
日
本
の
法
華
仏
教
」
（
望
月
歓
厚
編
、
平
楽
寺
書
店
）

「
「
無
作
三
身
」
考
」
昭
和
四
四
年
一
二
月
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
通
巻
三
五
号
（
一
八
巻
一
号
）

「
曼
茶
羅
私
見
」
昭
和
四
五
年
三
月
「
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
報
』
四
号

「
最
澄
と
日
蓮
と
の
宗
教
体
験
の
類
似
点
」
昭
和
四
五
年
六
月
「
立
正
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
」
一
号

「
宗
祖
と
五
大
院
安
然
」
昭
和
四
六
年
七
月
『
大
崎
学
報
」
一
二
五
・
六
号

「
日
蓮
の
日
本
天
台
史
観
」
昭
和
四
七
年
三
月
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
通
巻
四
○
号
（
二
○
巻
二
号
）

「
智
旭
の
法
華
経
会
義
等
の
研
究
」
昭
和
四
七
年
三
月
「
法
華
経
の
中
国
的
展
開
」
（
坂
本
幸
男
編
、
平
楽
寺
書
店
）

「
他
宗
と
の
論
争
」
昭
和
四
七
年
四
月
「
日
蓮
信
仰
の
歴
史
』
講
座
日
蓮
３
（
平
楽
寺
書
店
）

「
日
蓮
聖
人
の
日
本
天
台
史
観
に
つ
い
て
」
昭
和
四
七
年
一
○
月
「
日
蓮
聖
人
研
究
」
（
宮
崎
英
修
・
茂
田
井
教
亨
編
、
平
楽
寺
書
店
）

通
巻
二
五
号

（
一
三
巻
一
号
）
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「
日
本
に
お
け
る
伝
承
Ｉ
最
澄
と
法
華
経
」
昭
和
四
七
年
二
月
『
日
蓮
と
法
華
経
」
講
座
日
蓮
１
（
平
楽
寺
書
店
）

「
最
澄
の
法
華
経
体
験
」
昭
和
四
八
年
六
月
「
伝
教
大
師
研
究
」
（
天
台
学
会
編
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
）

「
日
蓮
の
理
同
事
勝
批
判
と
そ
の
検
討
」
昭
和
四
八
年
二
月
「
イ
ン
ド
思
想
と
仏
教
』
中
村
元
博
士
還
暦
記
念
論
集
（
春
秋
社
）

「
日
蓮
」
昭
和
四
九
年
二
月
『
人
生
観
」
講
座
仏
教
思
想
六
（
理
想
社
）

「
本
尊
論
の
展
開
」
昭
和
四
九
年
一
二
月
「
中
世
法
華
仏
教
の
展
開
」
（
影
山
堯
雄
編
、
平
楽
寺
書
店
）

「
宗
祖
に
お
け
る
観
念
論
打
破
の
思
想
」
昭
和
四
九
年
一
二
月
「
日
蓮
教
学
の
諸
問
題
」
茂
田
井
教
亨
先
生
古
稀
記
念
（
平
楽
寺
書
店
）

「
日
蓮
の
弘
法
大
師
観
」
昭
和
五
○
年
三
月
「
日
本
仏
教
学
会
年
報
」
四
○
号

「
日
蓮
に
お
け
る
教
法
尊
重
の
学
風
」
昭
和
五
○
年
一
○
月
「
仏
教
に
お
け
る
法
の
研
究
」
平
川
彰
博
士
還
暦
記
念
論
集
（
春
秋
社
）

「
「
御
講
聞
書
』
考
」
昭
和
五
○
年
一
○
月
「
棲
神
』
四
八
号

「
日
蓮
の
依
懸
天
台
と
そ
の
超
克
」
昭
和
五
○
年
二
月
「
大
正
大
学
研
究
紀
要
」
六
一
号

「
宗
祖
対
法
然
房
」
昭
和
五
一
年
三
月
『
大
崎
学
報
』
一
二
八
号

「
日
蓮
を
中
心
と
し
て
見
た
悪
の
超
克
」
昭
和
五
一
年
二
月
『
悪
」
仏
教
思
想
２
（
平
楽
寺
書
店
）

「
法
然
房
源
空
と
宗
祖
日
蓮
」
昭
和
五
二
年
三
月
「
法
華
文
化
研
究
」
三
号

「
日
本
天
台
に
お
け
る
止
観
超
克
思
潮
の
展
開
」
昭
和
五
二
年
一
二
月
「
仏
教
の
実
践
原
理
』
（
関
口
真
大
編
、
山
喜
房
佛
書
林
）

「
舜
統
院
真
逼
の
日
蓮
義
批
判
の
概
要
」
昭
和
五
三
年
三
月
「
近
代
法
華
仏
教
の
展
開
』
（
宮
崎
英
修
編
、
平
楽
寺
書
店
）

「
宗
祖
に
お
け
る
造
語
の
妙
と
そ
の
意
味
」
昭
和
五
三
年
三
月
「
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
」
五
号

「
日
蓮
の
四
箇
格
言
と
そ
の
心
」
昭
和
五
四
年
六
月
「
国
訳
一
切
経
月
報
・
三
蔵
』
一
七
九
・
一
八
○
号
（
大
東
出
版
社
）

「
日
蓮
の
仏
身
論
の
特
徴
」
昭
和
五
四
年
一
二
月
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
通
巻
五
五
号
（
二
八
巻
一
号
）

(8）



「
日
蓮
聖
人
の
教
学
形
成
と
法
然
教
学
と
の
関
連
」
昭
和
五
五
年
三
月
「
棲
神
」
五
二
号

「
即
身
成
仏
論
の
成
立
と
展
開
」
昭
和
五
六
年
三
月
「
棲
神
」
五
三
号

「
金
網
集
と
法
華
問
答
正
議
抄
」
昭
和
五
七
年
三
月
『
大
崎
学
報
」
一
三
五
号

「
観
心
本
尊
抄
の
あ
と
」
昭
和
五
七
年
三
月
「
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
」
九
号

「
「
法
華
経
』
と
立
正
安
国
」
昭
和
五
七
年
九
月
『
仏
教
教
理
の
研
究
」
田
村
芳
朗
博
士
還
暦
記
念
論
集
（
春
秋
社
）

「
宗
祖
に
お
け
る
一
法
門
の
異
表
現
」
昭
和
五
八
年
三
月
『
大
崎
学
報
」
一
三
六
号

「
親
鴬
私
観
」
昭
和
五
八
年
六
月
「
日
蓮
教
団
の
諸
問
題
』
宮
崎
英
修
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
（
平
楽
寺
書
店
）

「
寿
量
品
肝
要
名
体
宗
用
教
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
昭
和
五
九
年
三
月
「
仏
教
学
論
集
」
一
七
号
（
立
正
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
編
）

「
四
箇
格
言
」
昭
和
五
九
年
一
○
月
「
仏
教
学
』
一
八
号

「
日
蓮
の
「
如
来
蔵
・
仏
性
・
仏
界
・
仏
種
』
考
」
昭
和
六
○
年
二
月
『
仏
教
学
論
集
」
中
村
瑞
隆
博
士
古
稀
記
念
論
集
（
春
秋
社
）

「
日
本
天
台
の
仏
性
論
」
昭
和
六
○
年
九
月
「
法
華
仏
教
の
仏
陀
論
と
衆
生
論
」
（
渡
邊
寶
陽
編
、
平
楽
寺
書
店
）

「
日
蓮
の
鬼
子
母
神
信
仰
」
昭
和
六
○
年
一
○
月
「
鬼
子
母
神
信
仰
」
民
衆
宗
教
史
叢
書
九
（
雄
山
閣
）

「
大
日
経
疏
の
中
の
法
華
教
学
」
昭
和
六
一
年
二
月
「
立
正
大
学
大
学
院
紀
要
」
二
号

「
事
の
法
門
」
昭
和
六
一
年
二
月
「
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
一
三
号

「
法
華
唱
題
の
源
流
と
展
開
」
昭
和
六
一
年
一
二
月
「
大
崎
学
報
」
一
四
二
号

「
大
日
経
疏
の
中
の
法
華
教
学
（
続
）
」
昭
和
六
二
年
二
月
「
立
正
大
学
大
学
院
紀
要
』
三
号

「
法
華
文
句
の
有
す
る
独
創
性
」
昭
和
六
二
年
四
月
「
仏
教
史
仏
教
学
論
集
」
野
村
耀
昌
博
士
古
稀
記
念
論
集
（
春
秋
社
）

「
現
代
語
訳
日
蓮
聖
人
遺
文
日
蓮
の
手
紙
」
昭
和
六
二
年
二
月
『
思
想
読
本
日
蓮
」
「
田
村
芳
朗
編
、
法
蔵
館
）

(9）



「
大
般
浬
藥
経
に
お
け
る
「
持
戒
と
護
法
」
」
平
成
五
年
三
月
「
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
」
二
○
号

「
「
円
教
の
意
味
』
１
円
頓
章
釈
ｌ
」
平
成
五
年
三
月
「
棲
神
」
六
五
号

「
日
蓮
聖
人
の
立
正
安
国
に
つ
い
て
」
平
成
五
年
八
月
「
全
国
日
青
」
一
二
九
号

「
法
華
経
に
対
す
る
天
台
釈
と
日
蓮
釈
の
相
違
」
平
成
五
年
一
○
月
「
法
華
経
の
受
容
と
展
開
」
（
田
賀
龍
彦
編
、
平
楽
寺
書
店
）

「
日
蓮
聖
人
の
宿
業
観
・
滅
罪
観
」
平
成
五
年
二
月
「
業
思
想
の
研
究
ｌ
同
和
推
進
研
究
資
料
ｌ
」
（
立
正
佼
成
会
同
和
推
進
本
部
編
）

「
日
蓮
の
生
涯
１
」
平
成
五
年
一
二
月
「
真
理
と
創
造
」
二
三
巻
一
号
（
中
央
学
術
研
究
所
編
）

「
法
華
経
の
開
会
思
想
」
平
成
五
年
一
二
月
「
中
央
学
術
研
究
所
紀
要
」
二
二
号

「
本
覚
思
想
と
文
学
」
平
成
七
年
一
月
「
仏
教
思
想
と
日
本
文
学
」
仏
教
文
学
講
座
二
（
勉
誠
社
）

「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
仏
勅
と
誓
願
」
平
成
七
年
五
月
「
日
本
仏
教
学
会
年
報
」
六
○
号

「
上
行
菩
薩
」
昭
和
六
三
年
七
月
「
大
乗
菩
薩
の
世
界
』
（
金
岡
秀
友
編
、
佼
成
出
版
社
）

「
永
観
考
ｌ
源
信
・
法
然
と
の
対
比
ｌ
」
昭
和
六
三
年
一
○
月
『
大
崎
学
報
』
一
四
五
号

「
日
蓮
の
智
証
大
師
観
」
平
成
元
年
一
○
月
『
智
証
大
師
研
究
』
（
『
智
証
大
師
研
究
』
編
纂
委
員
会
編
、
同
朋
舎
出
版
）

「
三
大
秘
法
の
順
序
に
つ
い
て
」
平
成
二
年
三
月
『
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
」
一
七
号

「
日
蓮
教
学
に
お
け
る
生
死
問
題
」
平
成
二
年
五
月
「
日
本
仏
教
学
会
年
報
」
五
五
号

「
日
蓮
の
教
学
と
本
覚
思
想
」
平
成
三
年
一
月
『
本
覚
思
想
の
源
流
と
展
開
」
（
浅
井
回
道
編
、
平
楽
寺
書
店
）

「
日
蓮
の
法
華
信
仰
」
平
成
四
年
五
月
『
信
』
仏
教
思
想
二
（
平
楽
寺
書
店
）

「
大
般
浬
桑
経
と
日
蓮
聖
人
’
五
義
判
に
つ
い
て
Ｉ
」
平
成
五
年
三
月
「
知
の
避
遁
ｌ
仏
教
と
科
学
」
塚
本
啓
祥
教
授
還
暦
記
念
論
文
集

（
佼
成
出
版
社
）

(〃）



「
守
護
国
家
論
と
推
邪
輪
」
平
成
八
年
二
月
勝
呂
信
靜
博
士
古
稀
記
念
論
文
集

「
種
・
熟
・
脱
の
法
門
」
平
成
九
年
三
月
『
天
台
大
師
研
究
』

「
法
華
経
の
行
者
最
澄
」
平
成
九
年
一
二
月
「
叡
山
学
院
研
究
紀
要
」
二
○
号

「
宗
祖
の
誓
願
と
し
て
の
立
正
安
国
」
平
成
一
○
年
三
月
『
現
代
宗
教
研
究
』
三
二
号

「
法
華
円
教
と
一
念
三
千
」
平
成
二
年
三
月
『
日
蓮
と
そ
の
教
団
」
（
吉
川
弘
文
館
）

「
行
学
朝
師
「
観
心
本
尊
抄
見
聞
」
愚
考
」
平
成
二
年
三
月
『
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
」
三
号

「
ｚ
甘
三
愚
回
、
琴
○
己
冒
嫁
ぐ
篇
言
呉
函
巨
ョ
画
己
ご
‐
弓
言
甸
旨
巴

ロ
冨
吋
目
、
醒
鴨
、
且
夢
の
弓
言
の
①
二
○
巨
切
”
且
詞
①
巴
目
の
旨
○
コ
①
弓
言
勗
ご
‐
ｇ
ｏ
ョ
①
具
‐
」
平
成
二
年
一
○
月

』
四
℃
四
国
①
の
①
一
○
胃
国
巴
具
”
の
｝
荷
ざ
扁
陣
巨
匿
①
の
（
く
。
旨
ョ
烏
望
ｚ
巨
冒
富
甸
品
‐
ｅ

「
朝
師
御
書
見
聞
管
見
」
平
成
一
二
年
三
月
「
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
」
四
号

「
悪
の
克
服
」
平
成
一
三
年
三
月
『
田
賀
龍
彦
博
士
古
稀
記
念
仏
教
思
想
仏
教
史
論
』
（
山
喜
房
佛
書
林
）

辞
典
（
項
目
分
担
）

『
新
仏
典
解
題
事
典
」
昭
和
三
六
年
九
月
春
秋
社

「
新
仏
教
辞
典
」
昭
和
三
七
年
六
月
誠
信
書
房

「
望
月
仏
教
大
辞
典
補
遺
」
昭
和
三
八
年
二
月
世
界
聖
典
刊
行
協
会

『
仏
書
解
説
大
辞
典
補
遺
」
昭
和
五
○
年
六
月
大
東
出
版
社

(〃）



そ
の
他
（
随
筆
・
講
話
・
解
説
・
論
説
・
書
評
な
ど
）

「
現
代
の
宗
門
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
（
座
談
会
）
第
一
回
」
昭
和
三
三
年
五
月
「
日
蓮
宗
新
聞
」
一
七
三
号

「
現
代
の
宗
門
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
（
座
談
会
）
第
二
回
」
昭
和
三
三
年
六
月
「
日
蓮
宗
新
聞
」
一
七
四
号

「
科
学
万
能
時
代
と
日
蓮
主
義
」
昭
和
三
三
年
六
月
「
法
華
」
四
四
巻
六
号
（
通
巻
四
二
四
号
）

「
宗
教
と
教
育
ｌ
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
記
録
よ
り
Ｉ
上
」
昭
和
三
七
年
一
○
月
「
日
蓮
宗
新
聞
」
三
二
九
号

「
宗
教
と
教
育
ｌ
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
記
録
よ
り
Ｉ
下
」
昭
和
三
七
年
二
月
「
日
蓮
宗
新
聞
』
三
三
○
号

「
日
蓮
撰
述
書
の
解
題
」
昭
和
三
八
年
七
月
「
大
正
新
脩
大
蔵
経
会
員
通
信
」
三
一
号
（
大
蔵
出
版
）

「
新
刊
紹
介
佐
野
前
光
著
『
宗
教
へ
の
い
ざ
な
い
』
」
昭
和
四
二
年
六
月
『
日
蓮
宗
新
聞
」
四
九
五
号

「
茂
田
井
教
亨
集
「
日
蓮
宗
入
門
」
」
（
書
評
）
昭
和
四
三
年
五
月
「
日
蓮
宗
新
聞
」
五
二
六
号

「
日
蓮
辞
典
」
昭
和
五
三
年
七
月
東
京
堂
出
版

「
日
蓮
宗
事
典
』
昭
和
五
六
年
一
○
月
日
蓮
宗
宗
務
院

「
日
蓮
聖
人
逝
文
辞
典
歴
史
篇
』
昭
和
六
○
年
六
月
身
延
山
久
遠
寺

「
Ｂ
Ｕ
Ｄ
Ｄ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ａ
仏
教
大
事
典
』
昭
和
六
三
年
七
月
小
学
館

『
岩
波
仏
教
辞
典
」
平
成
元
年
一
二
月
岩
波
書
店

ヨ
切
経
解
題
辞
典
」
（
監
修
）
平
成
一
四
年
三
月
大
東
出
版
社

※
改
訂
版
な
ど
の
表
記
は
省
略
し
た
。

(J2)



「
望
月
先
生
追
憶
断
想
」
昭
和
四
三
年
六
月
「
大
崎
学
報
」
一
二
三
号

「
ご
先
祖
と
親
し
む
時
」
昭
和
四
三
年
七
月
「
日
蓮
宗
新
聞
」
五
三
二
号

「
四
誓
」
昭
和
四
三
年
一
○
月
「
日
蓮
宗
新
聞
」
五
四
三
号

「
天
台
宗
」
昭
和
四
四
年
四
月
「
日
蓮
宗
新
聞
」
五
六
一
号

「
執
行
先
生
の
急
逝
を
悼
む
」
昭
和
四
四
年
六
月
『
大
崎
学
報
』
一
二
四
号

「
深
く
強
い
信
仰
」
昭
和
四
五
年
七
月
「
法
音
」
三
六
号

「
布
施
」
昭
和
四
六
年
二
月
『
日
蓮
宗
新
聞
」
六
二
七
号

「
伝
教
大
師
」
昭
和
四
六
年
五
月
「
日
蓮
宗
新
聞
』
六
三
六
号

「
坂
本
先
生
と
私
」
昭
和
四
八
年
一
○
月
「
大
崎
学
報
』
一
二
七
号

「
科
学
と
宗
教
」
昭
和
五
○
年
五
月
「
法
華
』
六
一
巻
五
号
（
通
巻
六
○
二
号
）

「
法
華
経
修
行
の
歴
史
（
１
）
」
昭
和
五
○
年
九
月
「
法
華
」
六
一
巻
九
号
（
通
巻
六
○
六
号
）

「
創
価
学
会
・
共
産
党
の
協
定
に
つ
い
て
私
は
こ
う
考
え
る
」
昭
和
五
○
年
九
月
『
日
蓮
宗
新
聞
』
七
九
一
号

「
法
華
経
修
行
の
歴
史
（
Ⅱ
）
」
昭
和
五
○
年
二
月
「
法
華
」
六
一
巻
一
○
・
二
号
（
通
巻
六
○
七
、
六
○
八
号
）

ヨ
充
洽
園
全
集
」
第
一
編
解
説
」
昭
和
五
○
年
二
月
大
東
出
版
社

「
ご
遺
文
に
聞
く
う
ら
ぼ
ん
の
教
え
」
昭
和
五
一
年
七
月
『
日
蓮
宗
新
聞
」
八
二
○
号

「
「
日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
解
説
」
昭
和
五
二
年
五
月
法
蔵
館

「
伝
教
大
師
と
そ
の
教
え
（
１
と
昭
和
五
二
年
九
月
「
日
蓮
宗
新
聞
」
八
六
三
号

「
伝
教
大
師
と
そ
の
教
え
（
２
と
昭
和
五
二
年
九
月
「
日
蓮
宗
新
聞
」
八
六
四
号

(13)



「
日
蓮
の
手
紙
真
蹟
・
現
代
語
訳
」
昭
和
五
三
年
四
月
「
現
代
に
生
き
る
人
間
日
蓮
』
（
主
婦
の
友
社
）

「
「
清
水
龍
山
著
作
集
」
第
一
巻
解
説
」
昭
和
五
四
年
三
月
『
清
水
龍
山
著
作
集
」
一
巻
（
東
方
出
版
）

コ
ミ
ッ
ト
モ
ナ
イ
な
ん
て
こ
と
忘
れ
ろ
』
の
お
訓
し
」
昭
和
五
四
年
七
月
「
法
音
』
二
七
号

「
宗
保
上
人
と
酒
」
昭
和
五
四
年
一
○
月
「
法
音
」
一
二
○
号

「
創
価
学
会
」
昭
和
五
五
年
八
月
「
日
蓮
宗
新
聞
」
九
六
七
号

「
日
蓮
聖
人
の
誠
め
立
正
安
国
」
昭
和
五
六
年
一
月
『
法
音
』
一
三
五
号

「
「
坂
本
幸
男
論
文
集
」
の
出
版
」
昭
和
五
六
年
三
月
「
法
音
」
六
七
巻
三
号
（
通
巻
六
七
三
号
）

「
日
蓮
聖
人
の
女
人
教
化
」
昭
和
五
六
年
六
月
「
大
法
論
」
四
八
巻
六
号

「
貧
」
昭
和
五
六
年
一
○
月
「
法
華
』
六
七
巻
一
○
号
（
通
巻
六
七
九
号
）

「
日
蓮
聖
人
の
宗
教
」
昭
和
五
七
年
二
・
五
・
六
・
八
・
九
・
一
二
月
「
法
音
』
一
四
八
・
一
五
一
・
一
五
二
・
一
五
四
・

「
夢
想
」
昭
和
五
七
年
九
月
「
法
華
』
六
八
巻
九
号
（
通
巻
六
九
○
号
）

「
秩
序
」
昭
和
五
八
年
七
月
「
法
華
」
六
九
巻
七
・
八
号
（
通
巻
七
○
○
・
七
○
一
号
）

「
龍
口
法
難
の
闇
の
中
へ
ｌ
蒙
古
来
牒
と
国
諌
Ｉ
」
昭
和
五
八
年
七
月
『
正
法
」
二
八
号

「
自
力
と
他
力
」
昭
和
五
九
年
四
月
「
法
華
」
七
○
巻
四
号
（
通
巻
七
○
八
号
）

ヨ
法
華
文
句
記
会
本
」
解
説
」
昭
和
五
九
年
四
月
山
喜
房
仏
書
林

「
明
治
期
日
蓮
宗
中
興
の
祖
新
井
日
薩
和
上
を
偲
ぶ
」
昭
和
五
九
年
一
○
月
『
日
蓮
宗
新
聞
」
二
一
八
号

「
車
内
暴
力
取
締
り
」
昭
和
六
○
年
三
月
『
法
華
」
七
一
巻
三
号
（
通
巻
七
一
九
号
）

一
五
五
・

一
五
八
号
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「
比
叡
山
（
一
）
最
澄
の
天
台
入
信
」
昭
和
六
○
年
六
月
「
日
蓮
宗
新
聞
」
二
四
二
号

「
比
叡
山
（
二
）
最
澄
の
入
唐
求
法
」
昭
和
六
○
年
七
月
「
日
蓮
宗
新
聞
」
二
四
五
号

「
比
叡
山
（
三
）
最
澄
と
空
海
の
接
近
」
昭
和
六
○
年
八
月
『
日
蓮
宗
新
聞
』
二
四
七
号

「
比
叡
山
（
四
）
最
澄
と
得
一
の
論
争
」
昭
和
六
○
年
八
月
『
日
蓮
宗
新
聞
」
二
四
八
号

「
比
叡
山
（
五
）
小
乗
戒
捨
て
梵
網
戒
を
」
昭
和
六
○
年
九
月
『
日
蓮
宗
新
聞
」
二
五
○
号

「
比
叡
山
（
六
）
大
乗
戒
へ
の
執
念
」
昭
和
六
○
年
一
○
月
『
日
蓮
宗
新
聞
」
二
五
三
号

「
比
叡
山
（
七
）
最
澄
と
聖
人
の
共
通
点
」
昭
和
六
○
年
二
月
「
日
蓮
宗
新
聞
」
二
五
六
号

「
比
叡
山
（
八
）
最
澄
の
法
華
経
的
信
念
」
昭
和
六
○
年
二
月
「
日
蓮
宗
新
聞
」
二
五
七
号

「
比
叡
山
（
九
）
二
代
座
主
円
澄
の
空
海
接
近
」
昭
和
六
○
年
一
二
月
「
日
蓮
宗
新
聞
」
二
五
九
号

「
比
叡
山
（
十
）
入
唐
後
の
円
仁
の
業
績
」
昭
和
六
○
年
一
二
月
「
日
蓮
宗
新
聞
」
二
六
○
号

「
比
叡
山
（
十
二
中
古
天
台
の
揺
れ
動
き
」
昭
和
六
一
年
一
月
「
日
蓮
宗
新
聞
」
二
六
三
号

「
比
叡
山
（
十
二
）
源
信
の
「
往
生
要
集
』
と
念
仏
」
昭
和
六
一
年
二
月
「
日
蓮
宗
新
聞
」
二
六
五
号

「
日
蓮
教
学
と
現
実
」
昭
和
六
一
年
四
月
「
法
華
」
七
二
巻
四
号
（
通
巻
七
三
二
号
）

「
魂
醜
」
昭
和
六
二
年
四
月
「
法
華
」
七
三
巻
四
号
（
通
巻
七
四
四
号
）

「
比
叡
山
と
法
華
信
仰
」
昭
和
六
二
年
五
月
～
六
三
年
八
月
（
六
三
年
三
月
欠
）
「
法
音
」
二
二
号
～
二
二
六
号
（
二
二
一
号
欠
）

「
「
国
訳
一
切
経
法
華
文
句
」
解
題
・
校
正
」
昭
和
六
二
年
六
月
大
東
出
版
社

「
イ
ン
ド
で
感
じ
た
こ
と
」
昭
和
六
三
年
四
月
「
法
華
」
七
四
巻
四
号
（
通
巻
七
五
六
号
）

「
い
わ
ゆ
る
「
天
台
づ
り
」
随
想
」
昭
和
六
三
年
七
月
「
日
蓮
主
義
研
究
」
一
三
号
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「
寺
ま
い
り
」
平
成
元
年
四
月
「
法
華
』
七
五
巻
四
号
（
通
巻
七
六
六
号
）

「
「
撰
時
抄
（
和
英
対
照
）
』
解
題
」
平
成
元
年
八
月
日
蓮
宗
海
外
布
教
後
援
会

「
唱
題
と
念
仏
」
平
成
元
年
八
月
「
布
教
院
院
報
」
第
四
二
回

「
五
綱
の
意
義
」
平
成
元
年
八
月
「
宗
義
大
綱
読
本
」

「
三
秘
の
意
義
」
平
成
元
年
八
月
「
宗
義
大
綱
読
本
」

「
田
村
芳
朗
先
生
を
偲
ぶ
」
平
成
元
年
二
月
「
大
崎
学
報
」
一
四
六
号

「
ス
リ
ラ
ン
カ
巡
礼
」
平
成
二
年
五
月
『
法
華
」
七
六
巻
四
・
五
号
（
通
巻
七
八
○
・
七
八
一
号
）

「
湾
岸
戦
争
と
宗
教
」
平
成
三
年
四
月
「
法
華
』
七
七
巻
四
号
（
通
巻
七
九
二
号
）

「
観
心
本
尊
抄
の
話
」
（
講
話
）
平
成
三
年
八
月
「
布
教
院
院
報
」
四
四
回

「
信
心
」
平
成
四
年
五
月
「
法
華
』
七
八
巻
五
号
（
通
巻
八
○
五
号
）

「
法
華
経
が
最
も
身
近
か
」
平
成
五
年
六
月
「
法
華
」
七
九
巻
六
号
（
通
巻
八
一
八
号
）

「
法
華
経
の
体
質
の
一
つ
」
平
成
六
年
五
月
『
法
華
」
八
○
巻
五
・
六
号
（
通
巻
八
二
九
・
八
三
○
号
）

「
こ
と
わ
ざ
」
平
成
七
年
六
月
「
法
華
』
八
一
巻
六
号
（
通
巻
八
四
一
号
）

「
宗
義
大
綱
五
綱
の
教
判
」
平
成
一
三
年
三
月
「
日
蓮
宗
勧
学
院
中
央
教
学
研
修
会
講
義
録
」
第
三
号
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